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原
発
い
ら
な
い

核
燃
な
く
そ
う
金
曜
日  

動行  

西北五地区労連第24回定期大会

憲法ネットからも210名参加

100回を記念して全員でパチリ

一
〇
〇
回
目
迎
え
る

■
『
引
き
返
せ
、
と
ち
い
さ
な

声
が
聞
こ
え
る
。
し
か
し
、
も

と
来
た
道
、
引
き
返
す
べ
き
道

は
消
え
て
い
る
。
別
の
、
新
し

い
道
を
つ
け
な
が
ら
、
な
つ
か

し
い
未
来
を
目
指
す
し
か
な
い

の
だ
』
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
池
田

香
代
子
さ
ん
の
著
書
で
の
言
葉

だ
。
■
東
日
本
大
震
災
、
福
島

原
発
事
故
か
ら
早
三
年
。
原
発

事
故
の
凄
惨
な
被
害
に
一
五
万

人
に
も
及
ぶ
人
々
が
故
郷
を
追

い
出
さ
れ
、
そ
の
原
因
解
明
も

さ
れ
な
い
う
ち
に
、
恥
知
ら
ず

に
も
原
発
輸
出
の
「
死
の
商

人
」
と
な
っ
て
、
国
内
で
は
ロ

ー
ド
電
源
な
ど
と
位
置
づ
け
て
、

九
州
川
内
原
発
の
再
稼
働
を
突

破
口
に
原
発
推
進
を
は
か
っ
て

い
る
。
安
倍
さ
ん
と
い
う
人
は
、

総
理
大
臣
に
な
っ
た
ら
何
で
も

で
き
る
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
思
い
上
が
り
も
甚
だ
し

い
。
■
七
月
二
〇
日
の
「
大
間

原
発
反
対
現
地
集
会
」
に
今
年

も
参
加
し
た
。
大
間
原
発
に
反

対
す
る
地
主
の
会
の
所
有
地
に

は
、
過
去
最
高
の
六
〇
〇
人
が

集
ま
っ
た
。
様
々
な
立
場
の
方

が
発
言
し
て
い
た
が
、
そ
の
誰

も
が
「
未
来
」
の
た
め
の
「
い

ま
」
を
口
に
し
て
い
た
。
■
会

場
で
は
子
ど
も
達
の
姿
も
見
か

け
た
が
、
い
ま
を
生
き
る
私
た

ち
が
、
ど
う
考
え
、
ど
う
選
択

し
、
ど
う
行
動
す
る
か
、
そ
の

す
べ
て
が
、
こ
の
子
た
ち
の
未

来
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
絶
対
に
忘
れ
て
は
い
け
な

い
。
■
「
別
の
、
新
し
い
道
」

が
、
い
の
ち
輝
く
未
来
へ
と
繋

が
る
よ
う
に
。

（
ノ
リ
）

署
名
、宣
伝
、シ
ー
ル
投
票
、要
請 

どな 

も

過去最高の600名
～大間原発反対現地集会～

県労連定期大会８月
23日

加盟組合も次々

座り込み中の参加者（青森駅前公園）

最賃時給で1,000円求め
　 座り込み行動を実施

　

青
森
県
の
最
賃
は
、
全
国
最

低
ク
ラ
ス
。
現
行
は
時
給
で
、

わ
ず
か
665
円
。
一
千
円
と
の
差

額
335
円
に
ち
な
み
10
時
か
ら
15

時
35
分
ま
で
（
335
分
）
座
り
込

み
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
雇
用
形
態
の
労
働
者

に
対
し
て
も
、
こ
の
額
以
下
の

賃
金
は
法
違
反
で
無
効
。
県
労

連
は
中
央
最
賃
審
議
会
の
目
安

額
提
示
を
受
け
て
、
青
森
県
最

賃
審
議
会
が
改
定
審
議
を
始
め

る
時
期
に
向
け
、
毎
年
春
か
ら

運
動
を
集
中
。
座
り
こ
み
は
運

動
の
大
き
な
一
環
で
す
。
７
月

に
入
り
、
中
央
も
県
も
審
議
入

　

県
労
連
は
青
森
駅
前
公
園
で
７
月
14
日
、
時
給

で
最
低
賃
金
一
千
円
を
求
め
る
座
り
込
み
行
動
を

実
施
、
約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
座
り
込
み
中

に
、
署
名
集
め
・
宣
伝
用
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ま
き
・
シ

青     森

　
　

７
月

20
日
、
大

間
町
で
現

地
集
会
実

行
委
員
会

に
よ
る

「
第
７
回

大
間
原
発

反
対
現
地

集
会
」
が

開
催
さ
れ

大
阪
・
東

京
・
神
奈

川
・
新
潟

な
ど
全
国
各
地
か
ら
、
過
去
最

高
の
600
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
大
間
原
発
建
設
差
し

止
め
を
、
国
と
電
源
開
発
（
Ｊ

パ
ワ
ー
）
相
手
に
提
訴
し
た
函

館
市
か
ら
は
90
名
以
上
が
参

加
、
東
京
地
裁
で
の
函
館
市
長

陳
述
の
様
子
を
、
代
表
ら
が
報

告
し
て
い
ま
し
た
。

　

集
会
場
の
音
響
そ
の
他
の
電

力
は
太
陽
光
発
電
を
利
用
。
事

り
。
７
月
28
日
に
は
、
県
最
低

賃
金
専
門
部
会
の
傍
聴
と
意
見

陳
述
も
行
い
ま
し
た
。

　

最
賃
は
、
地
域
別
に
よ
っ
て

４
ラ
ン
ク
に
区
分
さ
れ
格
差
が

あ
り
ま
す
。
青
森
県
は
最
低
の

Ｄ
ラ
ン
ク
。
最
高
の
東
京
と
は

204
円
も
差
が
あ
り
、
年
々
広
が

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
働
い
て

い
て
も
生
活
保
護
額
並
み
。
法

定
福
利
費
を
考
慮
す
れ
ば
、
生

活
保
護
以
下
な
の
が
実
態
で

す
。
さ
ら
に
、
一
ケ
月
の
労
働

時
間
は
普
通
150
時
間
程
度
な
の

に
、
法
定
最
高
時
間
の
173
・
８

時
間
働
い
た
と
見
な
し
て
、
意

図
的
に
月
額
を
高
く
見
せ
て
い

る
な
ど
、
問
題
だ
ら
け
で
す
。

　

４
年
前
に
、
政
労
使
が
「
早

期
に
800
円
、
２
０
２
０
年
ま
で

に
一
千
円
を
目
指
す
」
で
合
意

し
て
い
ま
す
か
ら
、
約
束
の
履

行
を
求
め
る
運
動
で
す
。

　

県
労
連
第

26
回
定
期
大

会
は
、
８
月

23
日
10
時
〜

16
時
30
分
、

青
森
市
・
ア

ピ
オ
で
の
開

催
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
を
前
後

し
て
、
加
盟

組
合
の
定
期
大
会
が
相
次
い
で

い
ま
す
。

　

６
月
14
日
開
催
済
の
高
教
組

を
皮
切
り
に
、
10
月
18
日
開
催

予
定
の
東
青
労
連
ま
で
続
き
ま

す
。
７
月
25
日
に
は
西
北
五
地

区
労
連
定
期
大
会
が
開
催
さ

れ
、
県
労
連
か
ら
立
柳
副
議
長

が
激
励
の
あ
い
さ
つ
。
議
論
は

盛
り
上
が
り
、
議
案
を
満
場
一

致
で
採
択
。
亡
国
の
安
倍
政
権

退
陣
の
た
め
に
全
力
で

闘
う
こ
と
を
誓
い
ま
し

た
。
上
十
三
地
労
連
も

同
日
、
定
期
大
会
を
開

催
、
県
労
連
の
田
中
清

治
事
務
局
長
が
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。

　

県
労
連
の
闘
い
は
、

安
倍
暴
走
政
権
と
の
全

面
対
決
に
な
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

首
都
圏
反
原
発
連
合
に
よ
る

官
邸
前
行
動
に
呼
応
し
始
ま
っ

た
、「
原
発
な
く
そ
う
！
核
燃

い
ら
な
い
！
あ
お
も
り
金
曜
日

故
時
の
放
射
性
物
質
飛
散

に
見
立
て
、
一
斉
に
風
船

を
飛
ば
し
た
後
、
賑
や
か

に
サ
ウ
ン
ド
と
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
響
か
せ
、
町

内
を
パ
レ
ー
ド
。
延
々
と

続
く
行
進
に
窓
か
ら
、
沿

道
か
ら
、
玄
関
先
か
ら
手

を
振
る
町
民
の
姿
が
目
立

ち
ま
し
た
。

　

県
労
連
は
「
憲
法
ネ
ッ

ト
あ
お
も
り
」
を
軸
に
、
バ
ス

や
自
家
用
車
を
連
ね
青
森
73

名
、
弘
前
40
名
、
西
北
五
40

名
、
上
十
三
23
名
、
三
八
10

名
、
下
北
24
名
の
計
210
名
が
参

加
、
集
会
成
功
に
大
き
な
力
を

発
揮
し
ま
し
た
。

行
動
」
は
、
２
０
１
２
年
８
月

10
日
開
始
以
来
、
一
度
も
休
む

こ
と
な
く
続
き
、
７
月
４
日
で

100
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
い
つ
も
の
数

倍
の
60
名
以
上
が
参
加
、

歌
声
や
サ
ウ
ン
ド
を
響
か

せ
な
が
ら
、
ま
だ
明
る
い

夕
方
の
青
森
駅
前
商
店
街

を
賑
や
か
に
ね
り
歩
き
ま

し
た
。
県
内
で
の
同
趣
旨

の
行
動
は
、
八
戸
、
十
和

田
、
む
つ
、
五
所
川
原
、

弘
前
で
も
多
彩
な
形
で
続

い
て
い
ま
す
。

ー
ル
ア
ン
ケ
ー
ト
投
票
・
県
労
働
局
へ
署
名
提

出
・
賃
金
室
長
と
の
懇
談
と
要
請
も
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
は
交
替
で
マ
イ
ク
を
握
り
、
最
賃
大

幅
引
き
上
げ
を
市
民
に
訴
え
ま
し
た
。
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第285回
クロスワード
パズル

憲法ネットあおもりの街宣

  

〈ろうきん〉のカードなら 

ＡＴＭお引き出し⼿数料 

全額即時キャッシュバック！ 

東北労働⾦庫⻘森県本部 ⻘森市本町３丁目 3-11 ☎017(777)6165

0 円 
実質 

昨年、第１５回定期大会の記念写真

●
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
に
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
送
っ
て
下

さ
い
。
余
白
に
職
場
の
様
子

や
最
近
の
出
来
事
な
ど
を
ぜ

ひ
お
寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者

の
中
か
ら
抽
選
で
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
９
月
15
日
●
発
表

＝
10
月
号
●
宛
先
＝
表
面
題

字
下
に
表
記
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ

ー
ル
は
欄
外
に
表
記
。「
第

285
回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

係
り
」
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
コ
コ
‥
は
熱
帯
産
樹
木

③
冷
た
い
豆
腐
料
理

⑦
ま
ぶ
た
を
パ
チ
ク
リ

⑨
金
剛
‥
像
は
仁
王
立
ち

⑩
部
屋
の
配
置

⑫
ハ
ネ
ム
ー
ン
の
こ
と
を
‥
月

旅
行
と
も
言
う

⑬
６
対
４
の
‥
で
負
担
す
る

⑮
ゴ
ム
風
船
な
ど
に
入
れ
る
最

も
軽
い
気
体
元
素

⑰
‥
に
釜
を
抜
か
れ
る

⑲
日
本
の
‥
単
位
は
円

㉑
皿
に
乗
っ
て
回
っ
て
き
ま
す

㉒
げ
ん
こ
つ
。
握
り
‥

㉔
特
急
の
指
定
席
と
‥
席

㉖
気
品
。
‥
の
あ
る
人

㉘
高
校
球
児
が
目
指
し
ま
す

㉙
千
里
の
‥
も
一
歩
か
ら

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
２
年
後
か
ら
国
民
の
祝
日

に
加
わ
り
ま
す

②
人
工
‥
を
敷
い
た
球
場

③
左
右
に
開
閉
す
る
戸

④
将
棋
で
は
香
車
の
こ
と

⑤
夏
の
夕
方
か
ら
白
い
花
を

開
き
、
翌
朝
し
ぼ
み
ま
す

⑥
一
人
で
使
う
部
屋

⑧
ビ
リ
ヤ
ー
ド
の
こ
と
で
す

⑪
シ
マ
‥
、
エ
ゾ
‥

⑭
こ
の
日
か
ら
秋
で
す

⑯
‥
同
体
。
‥
不
乱

⑱
カ
ニ
は
‥
に
歩
き
ま
す

⑳
‥
の
カ
レ
ー
、
‥
の
酒

㉑
サ
ケ
や
マ
ス
な
ど
の
卵
を

塩
漬
け
に
し
た
食
品

㉓
機
械
や
器
具
で
そ
の
一
部

を
な
し
て
い
る
品

㉕
胃
が
４
つ
あ
る
動
物

㉗
じ
ゃ
ん
け
ん
の
パ
ー

第
283
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
キ
ッ
ク
オ
フ

《
当
選
者
》
18
通
の
応
募
で

全
員
正
解
で
し
た
。
当
選
者

は
次
の
方
々
で
す
。
佐
藤
文

猛
（
県
国
公
）、
久
保
田
栄

美
（
県
教
組
）、盛
信
夫
（
年

金
者
組
合
）、
神
孝
則
（
県

国
公
）

　
礼
文
島
と
利
尻
島
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。（
長
内
一
・

建
交
労
）

　
久
し
振
り
に

土
・
日
が
休
み
だ
っ
た
。（
久

保
田
栄
美
・
県
教
組
）

　
畑
に
と
�
て
慈
雨
も

降
り
す
ぎ
か
な
。（
岡
本
猛
・

年
金
者
組
合
）

　
度
重
な
る
年
金
削
減
�

先
が
見
え
ま
せ
ん
。（
盛
信
夫
・

年
金
者
組
合
）

　
草
取
り
で
虫
に
刺
さ
れ

病
院
へ
。
痛
か
っ
た
。（
秋
谷

　

自
公
与
党
は
７
月
１
日
、
日
本
を
戦
争
国
家
に
変
質
さ
せ
る
解

釈
改
憲
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
歴
史
的
暴
挙
に
、
連
日
の

国
会
前
行
動
と
全
国
各
地
で
、「
閣
議
決
定
を
撤
回
し
ろ
！
」「
安

倍
内
閣
辞
め
ろ
」
の
声
が
覆
い
つ
く
し
て
い
ま
す
。

解釈改憲
閣議決定

労働者の“駆け込み寺”
ひだまり　
　ユニオン 誕生15年

　

閣
議
決
定
日
を
前
後
し
て
、

県
内
で
も
緊
急
行
動
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。
７
月
４
日
に
は
、
青

歴
史
的
暴
挙
に

　
安
倍

内
閣
や
め
ろ
！
の
声

“閣議決定は撤回しろ！”
　　八戸地区の緊急集会

森
市
・
青
い
森
公
園
で
集
団
的

自
衛
権
と
解
釈
改
憲
を
許
さ
な

い
第
３
弾
目
の
青
森
集
会
と
デ

和
労
組
会
議
等
も
含
め
集
会

時
は
160
名
以
上
、
デ
モ
行
進

中
に
は
約
200
名
に
参
加
者
が

膨
れ
上
が
り
、「
閣
議
決
定

は
撤
回
せ
よ
」「
自
衛
隊
を

戦
地
に
派
兵
す
る
な
」
な
ど

声
を
張
り
上
げ
、
市
民
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

戦
争
い
や
だ
！
憲
法
守
れ

青
森
県
連
絡
会
（
憲
法
ネ
ッ

ト
あ
お
も
り
）
は
７
月
９
日
、

モ
行
進
を
開
催
、
210
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

８
日
に
は
、
八
戸
地
区
で
も

「
は
ち
の
へ
九
条
の
会
」
呼
び

か
け
の
緊
急
集
会
と
デ
モ
行
進

を
開
催
。
こ
れ
に
は
従
来
の
枠

組
み
を
超
え
て
、
社
民
党
や
平

美
智
子
・
年
金
者
組
合
）

　
サ
�
カ
�
Ｗ
杯
�

日
本
を
応
援
し
ま
す
。（
今
晴

美
・
ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
）

　
ヒ
マ
ワ
リ
を
観
賞
し

夏
の
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
た
。（
宇

部
好
子
・
県
教
組
）

　
米
国
追
随
と
国
民
を

不
幸
に
す
る
人
は
、
早
く
辞
め

て
も
ら
い
た
い
。（
佐
藤
文
猛
・

県
国
公
）

　
今
年
の
梅
雨
は
雨
量
が

少
な
か
っ
た
。（
中
村
龍
平
・

建
交
労
）

　
め
ざ
せ
�
ク
イ
ズ
の

連
続
当
選
！
（
山
谷
愛
子
・
ひ

だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
）

　
閣
議
決
定
で
勝
手
に

解
釈
改
憲
は
お
か
し
い
！
（
松

島
恵
美
子
・
年
金
者
組
合
）

　

青
森
県

地
域
一
般

労
働
組

合
（
ひ
だ

ま
り
ユ
ニ

オ
ン
）
は
、

県
労
連
が

日
常
的
に

行
っ
て
い

る
労
働
相

談
活
動
の

受
け
皿
と

し
て
誕
生

し
、
15
年

に
な
り
ま
す
。
性
格
上
、正
規
・

非
正
規
、
業
種
・
職
種
、
就
業

中
か
失
業
中
か
を
問
わ
ず
、
県

内
に
あ
る
職
場
の
労
働
者
で
あ

全
議
案
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
６
月
か
ら
、
青
森
支

部
が
自
動
車
共
済
拡
大
の
重
点

県
（
全
国
で
10
県
）
に
指
定
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
火
災
・
医
療
・

生
命
な
ど
個
人
共
済
加
入
の
促

進
は
も
ち
ろ
ん
、
と
り
わ
け
自

動
車
共
済
に
力
を
入
れ
、
代
理

所
設
置
を
目
指
す
方
針
を
確
認

し
ま
し
た
。　

　

す
で
に
専
任
担
当
者
を
配

置
、
初
任
者
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
後
は
・
学
習
会
・
職

場
訪
問
な
ど
を
積
極
的
に
進
め

ま
す
。
手
始
め
に
、
県
労
連
事

務
所
パ
ソ
コ
ン
総
て
に
、
見
積

も
り
出
力
の
ソ
フ
ト
を
搭
載
し

ま
し
た
。
加
入
中
の
自
動
車
任

意
保
険
か
ら
全
労
連
共
済
に
変

更
し
た
ら
、
保
険
料
が
ど
う
な

る
か
即
座
に
解
り
ま
す
。
ぜ
ひ

試
し
て
み
て
下
さ
い
。

青
森
市
・
ア
ウ
ガ
前
で
定
例
の

宣
伝
署
名
行
動
を
実
施
。「
結

婚
相
手
が
い
な
く
な
る
の
は
イ

ヤ
」
と
言
い
な
が
ら
、
若
い
女

性
た
ち
が
、
次
々
署
名
に
応
じ

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

安
倍
首
相
は
、
支
持
率
低
下

は
、
あ
る
程
度
想
定
済
み
と
強

が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
世
論
は

激
変
、
第
２
次
安
倍
内
閣
誕
生

以
来
最
低
を
記
録
中
。「
安
倍

内
閣
退
陣
」
が
、
国
民
的
な
声

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

全労連共済青森支部第５回総会

自動車
共　済  重点県に指定

　

７
月
12

日
、
県
労
連

会
館
で
「
全

労
連
共
済
青

森
支
部
第
５

回
総
会
」
を

開
催
、
役
員

及
び
単
位
共

済
会
か
ら
12

名
が
参
加
、

満
場
一
致
で

れ
ば
誰
で
も
、
一
人
で
も
加
入

出
来
ま
す
。
組
合
員
数
は
７
月

末
現
在
177
名
で
、
15
年
前
の
約

９
倍
。
最
高
時
に
は
、
256
名
に

ま
で
達
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
加
入
と
脱
退
が
激
し
い
の

が
特
徴
で
す
。

　

安
倍
政
権
下
の
厳
し

い
労
働
・
雇
用
環
境
の

情
勢
を
反
映
し
て
、
労

使
間
や
職
場
内
ト
ラ
ブ

ル
は
頻
繁
に
発
生
、
内

容
は
多
種
多
様
で
す
。

ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
は
、

労
働
者
に
と
っ
て
〝
駆

け
込
み
寺
〞
的
な
存
在

と
言
え
ま
す
。
労
働
法

制
と
紛
争
解
決
実
務
に

詳
し
く
、
労
働
者
か
ら
の
相
談

対
応
と
、
雇
用
主
と
の
交
渉
に

長
け
た
ベ
テ
ラ
ン
役
員
の
存
在

が
必
要
不
可
欠
で
す
。
県
労
連

の
支
え
が
、
引
き
続
き
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
（
Ｔ
）

　

弘
前
大
学
職
員
組
合
か

ら
、
県
労
連
へ
加
盟
申
請

が
あ
り
ま
し
た
。
大
朗
報

で
す
。
詳
し
く
は
次
号
以

降
に
報
じ
ま
す
。

速

報


